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福島県沿岸の底生動物の分布-1II.

五十嵐敏・青柳和義

The Distribution of Macro Benthos in the Coastal Region of Fukushima -m. 
Satoshi 1 GARASHI and Kazuyoshi AOYAGI 

まえがき

筆者らは、底生動物の分布は餌料環境も含むその海域の底生魚類の生息環境を総合的に反映し

た指標となるものと考えて、福島県沿岸の底生動物分布調査を継続してきた。既に、水深約200

mまでの底生動物分布調査を行い、 100mから150mの水深帯で、は等深線に沿って形成されている

類似した底生動物相の地点群の存在を明らかにしたl)。

本県沿岸における底びき網漁業の主漁場は、ズワイガニを対象とした操業が水深500m付近で

行われる他は、ほぼ水深50""""300mの海域である。しかし、水深200m以深の底生動物の分布につ

いては、採泥の困難さもあり、過去の調査事例はなかった。

今回、改良された採泥器を用いて水深約200mから300mを超える地点まで採泥調査を行い、底

生動物の分布について知見を得たので報告する。

材料および方法

調査地点は図 1に示す47地点で、福島県沿岸に緯度 6.分間隔の11調査ラインを設定し、前回の

調査地点 1)の沖側に、経度 2分間隔で地点設定した。各調査ラインの最浅地点の水深は186m""""

274m、最深地点は316m""""368mで、あった。

調査は、 1998年 4月22""""23日， 5月11""""12日， 5月21""""22日の春期に、 3回に分けて行った 0

13-Zの地点だけは1999年 5月14日に調査した。

調査地点において、スミス・マッキンタイヤー採泥器(採泥面積0.05rrOにより各地点 1回採

泥した。スミス・マッキンタイヤー採泥器は、水深が深い地点で、も採泥が可能となるように垂直

方向に 4枚の翼を装着し、枠部に10kg'，パケット部の外側に 9kgの鉛が装着されたものを用い

た。

陸上に持ち帰った採泥試料に、概ね10%となるようにホルマリン原液を加え、生物を固定した

あとに 1mm目の簡でふるい分けし、簡上の生物(マクロベントス)を査定、計数した。

全ての生物を「種Jまで査定することは、筆者らには困難であったため、出現個体数の多い環

形動物多毛綱、節足動物甲殻綱、軟体動物において「科」まで分類するよう努め、「属」、「種」

まで査定出来た生物の個体数は参考として記した。「科Jには生息環境が異なるいくつかの「種」

が含まれていることが当然考えられるが、「科」レベルの分類区分でもある程度の解析は可能

であろう川として、出現生物区分は「科」およびそれ以上の区分で解析した。

出現生物個体数から調査地点間の類似度指数を求めた。類似度指数の算出には、 Kimotoの式
を用いた。

*富士昭:温排水とベントスーインタビュー一、海生研ニュース、 29、(1990). 
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地点聞の類似度指数を用いてクラスター解析(群平均法)を行い、地点群に分類した。
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図 1 マクロベン卜スの調査地点
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出現したマクロベン卜ス

表 1に地点別のマクロベントス個体数を示す。

出現したマクロベントスは、環形動物多毛類2，555個体，節足動物甲殻類1，011個体、軟体動物

150個体、その他の生物360個体の計4，076個体であった。

今回の調査で出現個体数が多かった種類は、個体数の多い順に、多毛類ヒメエラゴカイ科454

個体、スピオ科366個体、甲殻類スガメソコエビ科365個体、多毛類ミズヒキゴカイ科288個体、

。タケフシゴカイ科260個体、甲殻類ウミホタル科193個体、多毛類ケヤリ科157個体、シロガネゴ

カイ科141個体、ホコサキゴカイ科112個体、 甲殻類ヨコエビ亜日の一種105個体、多毛類ギボシ
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イソメ科100個体等である。これら 11種類で2，541個体、全体の62%を占めていた。

マクロベントスの水深別出現特徴

今回の調査で出現個体数が多かったマクロベントスの種類を、より浅い地点での過去の調査結

果 1・2)と比較すると、同じ種類が多いが出現順位はやや異なっており、また今回初めて出現個体

数が上位にランクされた種類もみられた。主要なマクロベントスの出現傾向は、水深と関係があ

るものと思われた。

そこで、今回の調査地点、の底質と同様の細砂~シルトの底質の海域 3)において、福島県沿岸で

過去に同様の調査手法で行われた 2回の調査結果 1. 2)を含め、調査時期の相違を無視して、出現

個体数が仁位の主要なマクロベントスについて水深別の出現をみると(表 2)、いくつかの種類

で特徴的な傾向が認められた。

ヒメエラゴカイ科は、 200m以浅での個体数比率はさほど高くないが、 200m以深で、比率が高く

なる。また、甲殻類のウミホタノレ科、スガメソコエビ科も同様な傾向を示した。

スピオ科は、どの水深帯にも出現が比較的多いが、 100m以浅で、比率が高く、特に40m以浅で

は極めて高い比率を示す一方、 300m以深で、は比率が低下したO また、ニカイチロリ科も、極端

f il (._ ではないが浅い海域ほど比率が高い傾向を示したo

ナナテイソメ科は、 100m，-.."..150mの水深帯のみで比率が高く、他の水深帯では非常に低い比率

であった。

イトゴカイ科は40m，-.."..100mの水深帯で、シロガネゴカイ科は150m，-.."..200mの水深帯で他の水

深帯より比率が高かった。

ギボシイソメ科とカザリゴカイ科は水深40m，-.."..200mの範囲で、ケヤリ科は水深150m，-.."..250m 

の範囲で比較的比率が高かった。

ミズヒキゴカイ科とタケフシゴカイ科の出現傾向と水深との関係は明らかにはみられなかった。

類似度指数による群集区分

表 1から地点間の類似度指数を算出し、クラスター解析を行った結果を図 2に示す。
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図 2 類似度指数によるクラスター解析結果

クラスター解析の結果、 Cπ ミ 0.6を一つの群とし、 A，-.."..Fの地点群が認められた。

各地点、群で優占して出現したマクロベントスを表 3に示し、各群を、優占して特徴的に出現し

た種類名で、 A群はスピオ群集、 B群はヒメエラゴカイ群集、 C群はタケフシゴカイ・ヒメエラ

ゴカイ群集、 D群はフサゴカイ・ケヤリ群集、 E群はウミホタル・スガメソコエビ群集、 F群は

スガメソコエビ群集と呼ぶ。
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主要マクロベントスの水深別出現個体数比率表 2
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表 3 各地点群の出現優占種

(出現個体数比率)

A群 ス ピオ科 19.8%ミズヒキゴカイ科 10.9%ヒメエラゴカイ科 8.8 %スガメソコエビ科 6.7 % タケ7シゴカイ科 4.9 % 

B群 ヒメエラゴカイ科 22.7 スピオ手ヰ 7.7 スガメソコエピ科 5.1 ミズヒキゴカイ科 5.0 タケフシゴカイ科 4.8 

C群 タケ7シゴカイ科 12.7 ヒメエラゴカイ科 8.1 ミズヒキゴカイ科 7.2 スピオ手ヰ 6.3 スガメソコエピ科 5.6 

D群 フサゴカイ科 10.0 ケヤリ手ヰ 7.7 ミズヒキゴカイ科 7目7 スガメソコエビ科 6.8 スピオ手ヰ 5.3

E群 ウミホタル科 20目。 スガメソコエビ科 12.3 タケ7シゴカイ科 7.1 ヒメエラゴカイ科 6.9 スピオ科 5.6 

F群 スガメソコエピ科 35目5 ヒメエラゴカイ科 8.6 ミズヒキゴカイ科 6.3 ス ピ オ 干 ヰ 3.3 シロガネゴカイ科 2.6 

群集区の分布

各群に属する地点を図 31こ示すと、多毛類が優占種のA'""'D群は特定の海域に地点が集中し、

甲殻類が優占種のE，F群は 1'"'" 2地点ず、つ点在していた。 A群は調査海域の北部と南部に分か

れて、 B群は殆どの地点が調査海域の中央部に、 C群は殆ど、の地点が調査海域の南部lこ、 D群は

南部の沖側のみに地点が集中して分布していた。一方E群は北部と中央部に 1'"'" 2地点ずつ点在

して、 F群は中央部と南部に 2地点ず、つ点在して分布していた。
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群集区分布の特徴

50' 141~OO' 

A:スピオ群集区
B:ヒメエラゴカイl'J集区
C:タケフνコeカイ・ヒメエラコ'カイ
D:フサゴカイ・ケヤリ群集区
E ウミホタJレ・スガメソコエピi形割x.
F:スガメソコエピ群集区

10 20 30 40 

図 3 クラスター解析による地点群の分布

考 察

過去の調査結果 1) も含めた群集区分布を模式的に図 4!こ示す。

50 

過去の調査で、福島県海域の水深100m'""'150mには帯状にスピオ・ギボシイソメ群集区とナナ

テイソメ群集区が水深に沿って分布することが認められた 1)が、今回の調査では、そのような群

集区分布は明瞭に見られず、多毛類が優占する群集区では、福島県沖の北部，中央部，南部とい

う地域区分に類した群集区分布がみられた。

ベントス群集が底質粒度組成の影響を強く受けることは一般的に言われておりト 7)、福島県海



A:ギボシイソメ・スピオ群集区

B:ナナテイソメ群集区

C:スピ才群集区
D:ヒメエラゴカイ苦手集区

E:タケプシゴカイ・
甲 ヒメエラゴカイ群集区

F:フサゴカイ・ケヤリ群集区

G:イトゴカイ群集区

Wr.r.?H:ミズヒキゴカイ・
滋九・:;:;ぷ ギボシイソメ群集区

態滋甲:甲殻要員群集区

40' 50' 

図4 群集区分布模式図

6 域の水深100m，..._，150mに帯状に分布する群集区についてはシlレト含有率との関係が示唆された 1)O

福島県海域の底質粒度組成の特徴を、微細砂~シlレトの重量比率でみると(図 5)、今回の調査

範囲である水深200m，..._，350m1<:おいては、北部では水深の増加とともにヰヤ増し、水深200m

，..._，2伽では3MO;であった比率が水深3伽以深では附を超えてい九 方南部ではどの水

深でも20，..._，40%で、北部より低い比率であったo 中央部では地点によるパラつきがあるが、水深

による差異はみられず総じて高い比率であったo 多毛類群集区が北部，中央部，南部と分かれて

みられた現象も、このような底質粒度組成の地域的な差異に起因しているのではないかと思われ

た。

をI事

TEtt::tt口;::ニ;;な餌料と山ミギガレイ仰いてはクモヒトデ類、

ナナテイソメ科、フサゴカイ科が8kヤナギムシガレイにおいてはナナテイソメ科、カザリゴ; 駒

山 :fizzロコニ155127ロニζ山出品
い帯状の分布となっている o ヤナギムシガレィ、ミキガレイの胃中から出現するナナテイソメ科

の個体数は多く、その捕食圧は相当なものと推測される o また、選択的に特定のベントスのみに

捕食圧がかかっているとすれば、採泥調査による採集個体数はその結果であり、単純に底質環境

との関係を論じ得ないデータなのかも知れないが、そのことに関してのこの海域においての知見

は立本格的な叫里時代の到来により、沿岸海域における「生産力の把握」が必要とされ

てくるものと思われる べントス食性魚類については、海域全体の各魚類の食性の詳細を明らか

LYZtTfhr品二日足以5712ぶ出よ:品目ぷ誌
のために必要となろう。
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要 約

1998年の春に、福島県沿岸の水深186mから368mの海域で南北に11調査ラインを設定して、 47

地点で採泥によりマクロベントス調査を行いe干記の結果を得た。

1 ，採集したマクロベントスは、環形動物多毛類2，555個体、節足動物甲殻類1，011個体、軟体動物

150個体、その他の動物群360個体の計4，076個体であった。

2 ，出現個体数が多かったマクロベントスは、多毛類ヒメエラゴカイ科454個体、スピオ科 366個

体、甲殻類スガメソコエビ科365個体、多毛類ミズヒキゴカイ科288個体、タケフシゴカイ科260

個体、甲殻類ウミホタル科193個体、多毛類ケヤリ科157個体、シロガネゴカイ科141個体、ホ

コサキゴカイ科112個体、甲殻類ヨコエビ亜目の一種105個体、多毛類ギボシイソメ科100個体

等であった。これら11科で2，541個体、全体の62%を占めていた。

3 ，主要なマクロベントスの水深月IJ出現状況には、 200m以深で出現比率が増すヒメエラゴカイ

科・ウミホタル科・スガメソコエビ科や、浅い海域ほど出現比率が高いスピオ科・ニイチロリ

科、また100m.-_.150mの水深帯のみで出現比率が高いナナテイソメ科など、いくつかの特徴が t 
みられた。

4 ，出現したマクロベントスの「科」以上の分類区分を用い、地点聞の類似度指数からクラスター

解析により、特定の海域に集中する 4地点群と離れた海域に点在する 2地点群の 6地点群を分

離しfこO

5 ，多毛類が優占した 4地点群は、福島県沖合の北部、中央部、南部に分かれて分布し、底質粒

度組成の地域的な差異が影響しているものと推測された。
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表 1-1 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05ni)

調査地点 1-AB 1-AC 1-AD 4-AA 4-AB 4-AC 4-AD 7-AA 7-AB 7-AC 
水深(m) 243 304 339 241 278 312 344 263 290 316 

穏 名 調査月日 4.22 4.22 4.22 4.22 4.22 4.22 4.22 4.23 4.23 4.23 
腔 腸 動 物 1 2 1 
扇 形 動 物

紐 形 動 物 3 1 2 2 2 4 
品事 虫 手足 1 1 2 1 2 1 

ウロコム シ類 1 1 1 1 1 
(ニホンウロコムシ) ( 1) 
(他のウロコムシ類) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) 

サシパゴカ イ 科 1 1 1 2 
カギゴカ イ科

オトヒメゴカイ科
、ン ス 科 1 
SPHAERODORIDAE 

ゴ カ イ 科

シロガネゴカ イ 手 ヰ 5 1 2 1 l 1 2 
LACYDONIIDAE 1 
チ ロ 科 l 1 1 1 

q- ニカイチロリ科 2 1 5 1 3 2 1 1 
イ ソ メ 科

ナナァイソメ科 1 2 1 
ギボシイソメ手ヰ 1 4 3 3 9 l 

ノリコイソメ科

ホ コ サ キ ゴカイ科 2 l 2 5 1 
ス ビ了 オ 科 13 8 2 1 5 6 2 16 22 15 

(Prionospio sp.A) ( 2) ( 1) ( 2) ( 2) (11) ( 6) ( 5) 
(Prionospio sp.B) (11) ( 1) ( 2) ( 4) (15) ( 9) 
(Prionospio sp.C) ( 7) ( 3) ( 1) 

(他の'Prionospiospp.) 
( Spiophanes sp. ) 
(スピオ科 A ) ( 2) ( 2) ( 2) ( 1) ( 1) 

(他のス ピ オ 科 )

ヒメエラゴカイ干ヰ 1 5 3 1 7 18 6 14 9 

HETEROSPIONIDAE 
ヒトエラゴ カイ科 2 5 1 4 1 

ズヒキゴカイ科 6 4 2 4 2 5 6 11 15 12 
ハボウキゴ カイ科

トノサマゴカイ干ヰ

オフエリアゴカイ科 5 4 6 2 

て事
(オフエリアゴカイ科 A) ( 5) ( 4) ( 6) 

(オフエリアゴカイ科日) ( 1) ( 2) 
ダルマゴカ イ 科 1 
イ ト ゴカイ科 2 14 1 1 4 1 1 
タケフシゴカイ科 6 1 2 2 5 9 1 4 10 4 
チマキゴカ イ手ヰ 1 3 
ウミイサゴムシ科

カザリゴカイ科 1 1 
ブサゴカイ科 1 2 1 
ケ ヤ 科 4 1 1 

不 明 多 毛 類 1 1 
ホウキムシ主~r!

ニシキウズ ガイ科

タ マ カ イ 科

ア ヤ ボ フ

3こ ゾ ) " イ 科

ス イ フガイ科

不 明 巻 貝 類

堀 足 類 2 2 1 
マメ ク ル ミガイ科 1 1 2 2 
シワロウノ ゼイ科

オオシラスナガイ干ヰ
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表 1-2 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05nf)

調査地点 1-AB 1-AC 1-AD 4-AA 4-AB 4-AC 4-AD 7-AA 7-AB 7-AC 
71<1:架(m) 243 304 339 241 278 312 344 263 290 316 

種 名 調査月日 4.22 4.22 4.22 4.22 4.22 4.22 4.22 4.23 4.23 4.23 
イ ガ イ 科

イタヤガイ手ヰ
、、、 ノ ガ イ 科 1 
シャクシガイ科

不明一枚貝 A 1 1 

不明一枚貝 B 1 

不明一枚員 C 1 

不明一枚員 D 1 

不明一枚員類

ウ ミホタル科 3 26 3 13 2 2 5 1 
コ << ポ ダ 2 
コノハエビ科

ク マ 日 3 1 5 2 3 1 
(クマ目 A ) ( 2) ( 1) ( 1) 

(クマ目 B ) ( 1) 

(クマ日 C ) ( 1) ( 3) ( 2) ( 1) 
(クマ目 D ) ( 1) ( 2) 

(クマ目 E ) 

タ ナ イ ス 目 3 3 1 2 1 
ウ ミ ナ ナ フ シ 科

他 の 等 脚 日

フトヒゲソコエビ科

スガメソコエビ科 l 2 2 9 4 6 15 
( ク ビ ナ ガ ス ナ メ ) ( 1) ( 1) ( 1) 
(ニッポンスガメ) ( 2) 
(スガメソコエビ科 A) ( 2) ( 9) ( 2) ( 5) (15) 
(スガメソコエヒキヰ B) ( 1) ( 1) 
(スガメソコエピ科 C) 
(他のスガメソコエビ科)

ツノヒゲソコエビ科 8 1 l 2 1 1 
ヒサシソコエビ科 1 1 3 1 1 

(ヒサシソコエヒキヰ A) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) 
(ヒサシソコエビ科 B) ( 2) 

クチパシソコエビ手ヰ

ドロクダムシ科 3 1 2 2 
不明ヨコヱビ類 A 11 
不明ヨコエビ類 B 1 3 1 2 
不明ヨコエビ類 C 
不明ヨコエビ類 D 
不明ヨコエビ類 E 

不明ヨコヱビ類 F 
他の不明ヨコエビ類

クラゲノミ亜目

ワレカラ亜日 1 2 
ヨニ ビ 類 2 
ク モ ガ 一 科

トゲヒゲガニ

ケ ガ 一
カク レガニ科

クモヒトデ類 4 3 5 2 I 

スナ イ トマキ 1 
海胆 網 心形目 1 
不 明 生 物 A 6 1 1 1 2 3 
不 明 生 物 B 
不 明 生 物 C 
不 明 生 物 D 
不 明 生 ヰ知 E 

メ口入 言十 79 67 33 55 53 49 70 84 110 81 
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表 1-3 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05ni)

調査地点 10-AAI10-ABI10-ACI13-Z 113-AAI13-ABI13-ACI 16-Y 1 16-Z 116-AA 
水深(m)1 274 1295 I 320 I 251 I 278 1305 I 332 I 223 I 260 I 292 

種 名 調査月日 4.23 1 4.23 1 4.23 11999.5.141 4.23 1 4.23 I 4.23 1 5. 11 1 5. 11 1 5. 11 
腔腸動物 1 1 3 1 1 1 2 1 1 
扇形動物 1 

紐形動物 21311151211131  413  
線虫類 1 1 2 1 2 1 1 

ウロコムシ類

(ニホンウロコムシ)

(他のウロコムシ類)

サ シ パ ゴ カイ手ヰ 1 1 2  
カギゴカイ科

オトヒメゴカイキヰ 1 1 1 1 
シリス 科 1 
SPHAERODORIDAE 1 1 1 1 I 1 1 1 1 1 
ゴカイ科

シロガネゴカイ手ヰ 1141112131412121217  
LACYDONIIDAE 1 1 1 1 1 1 1 
チロリ科 1 
ニカイチロリ手ヰ 3121  13121112151111  
イソメ科

ナナテイソメ手ヰ 1 
ギボシイソ メ 科 11111121  812  
ノリコイソメ科

ホコサキゴカイ手ヰ 1 1 10 1 1 1 1 1 3 1 3 1 2 1 1 
ス ピ オ手ヰ 10 1 6 1 1 1 9 1 12 1 9 1 4 1 4 1 2 1 17 

(Prionospio sp.A) 1 (5) 1 (4) 1 1 (_!2_J ( 1) 1 ( 1) 1 1 (1) 
(Prionospio sp.B) 1 (3) 1 (2) 1 1 (7) 1 (11) 1 (3) 1 (2) 1 (1) 
( Priorlospio sp.C) 1 1 1 ( 2) 1 (1) 1 (1) I (2) 1 (17) 
(f也のPnorlospiospp.) 
( Spioptlanes sp.) 
(ス ピオ科 A) I (2) I I (1) I (1) I I (3) I (1) I (1) 
(他の ス ピ オ 科 )

ヒメエラゴカイ科一 5 1 7 1 9 1 21 1 4 1 10 1 10 1 19 1 3 1 15 
HETEROSPIONIDAE 
ヒトエラゴカイ手ヰ 11  214111  111  
ミズヒキゴカイ手ヰ 8 1 2 1 2 1 4 1 8 1 6 1 3 1 7 1 413  
ハボウキゴカイ手ヰ 1 I 1 I I I 1 I 2 
トノサマゴカイ科 1 
オフエリアゴカイ干ヰ 21  1 121  112111313  

(オフエリアゴカイ科 A) I I (2) I I (1) I (2) (1) 

(オブエリアゴカイ科 B) I (2) I I I (1) I (2) I I (1) (2) 
ダルマゴカイ科 2 I 1 

イトゴカイ科 11  11  1 21  11  1 

タケフシゴカイ科 11  4 1 2 161 11 1 4 1 4 1 4  
チマキゴカイ干ヰ 6 
ウミイサゴムシ科 2 

カザリゴカイ科 21  1 111111111  
フサゴカイ科 1 1 1 1 2 1 1 
ケヤ リ 手ヰ 11  1 12161411  1 
不 明多毛類 1 

ホウキムシ類 | 

ニシキウズガイ干ヰ 1 1 

タ マガ イ科 1 

アヤボ ラ 1 -L  i 
エゾパイ科 i 
スイフガ イ科 1 ! 1 

不 明 巻 貝 類 1 ←一一一ーー十一一

堀 足 類 4 1 1 1 令 1 」一一一
マメクルミガイ科 1 寸1ー I 2 

2: ドL_11
オオシラスナガイ科 一一一ム 丁よ一一
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表 1-4 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05rrf)

調査地点 10-AA 10-AB 10-AC 13-Z 13-AA 13-AB 13-AC 16-Y 16-Z 16--AA 
水深(m) 274 295 320 251 278 305 332 223 260 292 

種 名 調査月日 4.23 4.23 4.23 1999.5.14 4.23 4.23 4.23 5.11 5.11 5.11 
イ jf イ 科

イ タヤガイ干ヰ
、、、 ノ ガ イ キヰ 1 
シャクシガイ科

不明一枚貝 A 1 

不 明一枚貝 B 1 

不 明一枚貝 C 
不明一枚員 D 

不明一枚貝類 1 
ウミホタル手ヰ 1 2 3 22 26 11 10 
コ

戸、，、 ポ ダ

コノハエビ科

ク マ 目 8 1 2 3 
(クマ目 A ) 
(クマ目 B ) ( 2) ( 1) ( 1) 

(クマ目 c ) ( 3) ( 1) 

(クマ目 D ) ( 3) ( 1) ( 2) 

(クマ目 E ) 
タ ナ イ ス 目 3 
ウミナナフシ手ヰ 2 
他 の 等 脚 目

ブトヒゲソコエビ干ヰ 1 2 3 3 
スガメソコエビ科 12 21 38 5 9 21 25 4 5 

( ク ピ ナ ガ ス ナ メ ) ( 3) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) 
( ニ ッ ポ ン ス ガ メ ) ( 1) ( 1) ( 2) 
(スガメソコエヒ科 A) (11) (21) (38) ( 2) ( 6) (19) (25) ( 1) ( 4) 
(スガメソコエビ科 B) ( 1) 

(スガメソコエビ科 C) 
(他のスガメソコヱビ守ヰ)

ツノヒゲソコエビ科 1 2 1 1 1 
ヒサシソコエビ科 3 2 3 

(ヒサシソコエヒ手ヰ A) ( 3) ( 1) ( 1) ( 1) ( 3) 
(ヒサシソコエヒ干ヰ B) l ( 1) 

クチノてシソコエピ手ヰ 2 
ドロクダムシ干ヰ 1 1 
不明ヨコエビ類 A 
不明 ヨコエビ類 B 1 2 5 1 2 
不 明ヨコエビ類 C 1 
不明 ヨコエビ類 D 1 長I/~ 
不明 ヨコエビ類 E 
不明 ヨコエビ類 F 

他の不明ヨコエビ類

クラゲノミ亜日

ワレ カラ亜日 1 
エ ビ 類

ク モ tr 一 科

トゲヒゲガニ 1 
ケ ガ ー 1 
カク レガニ科

クモ ヒトデ類 4 2 8 8- 13 
スナイ トマキ

海胆網 心形目 1 
不 明 生 物 A 1 2 1 1 2 1 1 
不 明 生 物 B 2 
不 明 生 ヰ知 C 1 
不 明 生 物 D 1 
不 明 生 ヰ均 E 

メ仁k3 計 49 58 61 113 70 125 121 74 64 92 
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表 1-5 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05m')

調査地点 16~AB 16~AC 19~X 19~Y 19~Z 19~AA 19~AB 19--AC 22← W 22~X 

水深(m) 325 357 210 230 260 290 325 368 195 215 
種 名 調査月日 5.11 5.11 5.11 5.11 5.11 5.11 5.11 5. 12 5.21 5.21 
腔 日易 動 物. 2 4 4 l 2 4 
崩 背2 動 物

紐 斉三 動 物 3 1 2 2 9 3 1 
車泉 虫 類 2 l 4 3 2 1 

ウロコムシ類 1 
(ニホンヴロコムシ)

(他のウロコムシ類) ( 1) 

サシパゴカ イ手ヰ 1 3 2 1 3 1 1 
カギゴカイ科

オトヒメゴ カイ科 2 1 
シ ス 科 1 1 1 9 
SPHAERODORIDAE 1 1 

ゴ カ イ 科 1 
シロガネゴカイ科 2 5 4 6 8 7 3 6 13 2 
LACYDONIIDAE 
チ ロ 科 1 4 1 3 

{金 ニカイチロリ科 2 4 4 1 3 2 1 1 3 
イ ソ メ 科

ナナァイソメ科 1 1 1 7 
ギボシイソメ科 1 l 2 3 2 1 2 4 3 1 
ノリコイソ メ 科 1 
ホコサキゴカイ手ヰ 5 3 4 4 11 2 5 4 4 2 
ス ピ オ 科 7 7 6 12 11 26 12 2 7 3 

(Prionospio sp.A) ( 1) ( 3) ( 1) ( 1) ( 1) ( 3) ( 2) ( 1) 
(Prionospio sp.B) ( 1) ( 2) ( 9) ( 1) ( 1) ( 2) 
(Prionospio sp.C) ( 2) ( 5) ( 9) (24) ( 1) ( 1) ( 1) 
(他のPrionospiospp.) 

( Spiophanes sp. ) 
(スピオ科 A ) ( 3) ( 2) ( 2) ( 5) ( 1) ( 1) ( 1) 
(他のスピオ科) ( 1) ( 1) ( 3) ( 1) 

ヒメエラゴ カイ科 5 19 52 24 20 12 42 9 5 11 
HETEROSPIONID AE 
ヒトエラゴカイ手ヰ 2 2 1 
ミズヒキゴカイ手ヰ 2 4 5 6 3 10 14 7 8 10 
ハボウキゴカイすヰ 1 1 1 1 1 
トノサマゴカイ干ヰ 1 1 1 
オフエリアゴカイ干ヰ 2 2 4 8 2 4 3 4 2 1 

ゆ
(オフエリアゴカイ科 A) ( 4) ( 8) ( 1) ( 2) ( 1) ( 2) ( 1) 
(オフエリアコカイ科 B) ( 2) ( 2) ( 1) ( 2) ( 2) ( 4) 

ダルマゴ カ イ 科 2 3 1 1 3 
イ ト ゴカイ科 2 1 1 2 
タケブシゴカイ科 7 14 6 9 8 8 11 15 12 
チマキゴカイ科

ウミイサゴムシ号ヰ 1 
カザリゴカ イ干ヰ 4 2 1 2 2 12 2 3 3 
フサゴカイ科 2 5 2 4 4 2 
ケ ヤ 科 1 1 2 5 3 5 6 
不 明 多 毛 類

ホウキムシ類 1 
ニシキウズガイ手ヰ 3 
タ てミF ガ イ 科

ア ヤ ボ フ

エ 、f P、ミ イ 科 1 
スイ フガイ手ヰ 1 1 
不 明 巻 員 主頁

掘 足 類 1 l 2 1 
マメクルミ ガイ科 1 2 1 1 

，シワロウバイ 科 3 1 1 
オオシラスナガイ科
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表 1-6 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05rr1)

調査地点 16-AB 16-AC 19-X 19-Y 19-Z 19-AA 19-AB 19-AC 22-W 22-X 
水深(m) 325 357 210 230 260 290 325 368 195 215 

種 名 調査月日 5.11 5.11 5.11 5.11 5.11 5.11 5.11 5. 12 5.21 5.21 
イ ガ「 イ 科

イ タヤ ガイ 科
、、、 ノ ガ イ 科 5 5 1 
シ ャ ク シ ガ イ 科

不明二枚貝 A 

不明一枚貝 B 1 2 1 1 1 

不明一枚貝 C 
不明二枚貝 D 

不明一枚貝類

ウミホタル科 3 12 1 14 5 8 9 
コ f、a ポ 一 ダ

コノハエビ科

ク マ 目 1 2 3 3 4 2 
(クマ目 A ) ( 1) ( 1) 

(クマ目 B ) ( 2) ( 1) ( 2) ( 2) 

(クマ目 c ) ( 1) 

(クマ目 D ) ( 1) ( 2) ( 2) 

(クマ自 E ) 

タ ナ イ ス 目 1 2 
ウミ ナ ナ フ シ 科 1 
他 の 等 脚 目 1 1 
フトヒゲソコエビ科 1 2 l 

スガメソコエビ科 3 3 2 2 3 1 25 13 5 9 
(ク ビ ナ ガ ス ナ メ ) ( 2) ( 1) ( 3) 
(ニッポンスカーメ) ( 1) ( 4) ( 2) 
(スガメソコエビ科 A) ( 3) ( 3) ( 2) ( 1) (22) (13) ( 2) 
(スガメソコエビキヰ 己) ( 1) ( 1) ( 1) 
(スガメソコエビ科 C) ( 4) 
(他のスガメソコエビ科)

ツノヒゲソ羽エビ科 1 1 1 5 5 4 2 2 
ヒサシソコエビ科 1 2 2 2 

(ヒサシソコエビ科 A) ( 1) ( 2) ( 2) ( 1) 
(ヒサシソコエビ科 B) ( 1) 

クチパシソコエビ科 1 2 2 2 1 2 
ドロクダムシ科 2 1 
不明ヨコエビ類 A 1 
不明ヨコエビ類 B 21 24 4 7 
不明ヨコエビ類 C 
不明ヨコエビ類 D 

不明ヨコエビ類 E 
不明ヨコエビ類 F 

他の不明ヨコエビ類

クラゲノミ亜目

ワレカラ亜日 1 6 
エ ビ 類

ク モ ガ 一 科 1 
トゲヒゲガニ

ケ ガ 一
カク レ ガ ニ 科

クモヒトデ類 1 2 1 5 5 3 1 
スナイ トマキ

海胆網 心形目

不 明 生 物 A 1 10 4 3 1 1 2 4 
不 明 生 物 B 
不 明 生 物 C 
不 明 生 物 D 2 
;干ミ 明 生 物 E 

l口入 言十 49 99 150 107 117 115 214 106 119 97 
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表 1-7 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05rrO

調査地点 22-Y 22-Z 22-AA 22-AB 25-U 25-V 25-W 25-X 25-Y 25-Z 
水深(m) 242 270 303 348 186 205 228 270 300 346 

種 名 調査月日 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 
腔 腸 動 物 I 2 3 1 4 7 
尉 形 動 物

紐 青2 動 物 2 3 1 2 l 6 1 
線 虫 類 1 1 1 1 5 

ヴロコムシ類

(ニホンウロコムシ)

(他のウロコムシ類)

サシパゴ カイ手ヰ 1 l 2 2 4 
カギゴ カイ科 1 1 
オトヒメゴカイ干ヰ 3 4 1 
、ン ス 科 1 1 1 1 2 4 2 3 3 
SPHAERODORIDAE 
ゴ「 カ イ 科 1 
シロガネゴカイ科 4 5 2 10 3 2 5 2 3 
LACYDONIIDAE 1 2 
チ ロ 科 1 l 1 

!;<t ニカイチロリ科 2 3 5 1 1 4 2 
イ ソ メ 科 1 
ナナテイソメ科 1. 3 2 1 
ギボシイソメ科 4 1 1 5 4 1 5 1 2 4 
ノリコイソメ科 2 1 
ホコサキゴカイ手ヰ 6 4 4 6 1 7 2 
ス ピ オ 科 9 14 1 3 6 2 3 22 3 5 

(Prionospio sp.A) ( 1) ( 3) ( 2) ( 1) 
(Prionospio sp.B) ( 5) ( 7) ( 1) ( 6) ( 1) ( 2) ( 9) ( 1) ( 1) 
(Prionospio sp.C) ( 1) ( 1) 
(他のPrionospiospp.) ( 1) 
( Spiophanes sp. ) ( 1) ( 4) 
(スピオ科 A ) ( 2) ( 3) ( 1) ( 1) ( 4) ( 3) 
(他のスピオ科) ( 1) ( 1) ( 1) ( 2) ( 1) 

ヒメエラゴカイ科 6 6 5 7 3 8 10 5 2 4 
HETEROSPIONIDAE 
ヒトヱラゴカイキヰ 2 3 

ズヒキゴカイ科 5 8 6 4 7 9 10 4 6 5 
ハボウキゴカイ干ヰ 1 1 1 2 2 
トノサマゴカイ手ヰ

オフエリアゴカイ手ヰ 1 4 3 2 7 2 

1¥. (オフエリアゴカイ科 A) ( 1) ( 1) ( 2) ( 3) ( 1) ( 1) 
(オフエリアゴカイ科 B) ( 2) ( 1) ( 6) ( 2) 

ダルマゴカイ 科 3 
イ ト ゴカイ 科 1 7 2 1 2 1 
タケフシゴカイ干ヰ 11 7 10 6 7 1 12 1 1 6 
チマキゴカイ干ヰ 3 
ウミイサゴムシ手ヰ

カザリゴカイ科 1 2 2 5 2 
フサゴカイ科 1 6 6 5 2 I 2 22 
ケ ヤ 科 5 5 4 2 9 5 27 12 3 11 

不 明 多 毛 類 1 1 
ホウキムシ類

ニシキウズガイ手ヰ 1 1 I 
タ マ ガ イ 科 1 1 
ア ヤ ボ フ

ヨニ ソ ，、 イ 科

ス イ フガイ科

不 明 巻 員 類

堀 足 類 3 
マメクルミガイ手ヰ 2 1 
シワロウ ノてイ科 1 1 
オオシラスナガイ科 1 

」

-79 



表 1-8 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05m')

調査地点 22-Y 22-Z 22-AA 22-AB 25-U 25-V 25-W 25-X 25-Y 25-Z 
水深(m) 242 270 303 348 186 205 228 270 300 346 

種 名 調査月日 5.21 5.21 5.21 5.21 5.21 5. 21 5.21 5.21 5.21 5.21 

イ 7i イ 科 1 1 

イタヤガイ科 1 1 
、、、 / ガ イ 科 2 6 2 4 

シャクシガイ科

不明一枚貝 A 1 

不 明一枚貝 B 2 3 2 2 

不 明一枚員 C l 

不 明一枚員 D 

不明一枚貝類 2 1 

ウミホタル科 I 6 2 

コ << ポ 一 ダ

コノ ハエビ科

ク マ 目 1 2 1 1 4 1 2 1 

(クマ目 A ) ( 1) 

(クマ目 B ) ( 1) ( 1) 

(クマ目 c ) ( 1) ( 2) ( 1) 

(クマ目 D ) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) 

(クマ目 E ) ( 1) 

タ ナ イ ス 日 1 2 2 1 1 

ウミナナフシ科

他 の 等 脚 目 1 
フトヒゲソコエビ科 2 1 1 5 
スガメソコエビ科 5 2 1 2 8 32 15 6 5 8 

(クビナガスナメ) ( 2) ( 1) ( 6) ( 3) 

( ニ ッ ポ ン ス ガ メ ) ( 2) ( 1) ( 5) ( 2) ( 2) ( 3) ( 2) 

(スガメソコエヒ可ヰ A) ( 1) ( 1) ( 2) ( 1) (18) ( 5) ( 1) ( 1) ( 1) 

(スガメソコエビ科 B) ( 4) ( 3) ( 1) ( 2) ( 6) 

(スガメソコエビ科 C) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) 

(他のスガメソコエピ科) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1) 

ツノヒゲソコエビ科 2 2 3 4 3 2 1 

ヒサシソコエビ科 2 1 
(ヒサシソコエビ可ヰ A) ( 1) ( 1) 
(ヒサシソコエヒ干ヰ B) ( 1) ( 1) 

クチノイシソコエビ科 3 3 1 
ドロクダムシ科 2 1 11 

不明ヨコエビ類 A 1 1 
不明ヨコエビ署員 B 3 2 1 3 5 2 4 5 
不明ヨコエビ類 C 
不明ヨコエビ類 D 

不明ヨコエビ類 E 1 5 
不明ヨコエビ類 F 1 1 

他の不明ヨコエピ類 2 
クラ ゲノミ亜目 1 

ワレ カラ亜日 4 2 1 9 1 
コ二 ビ ま自
ク モ tf 一 科

トゲヒゲガニ

ケ ガ ーー

カク レガニ科 1 
クモヒトデ類 1 3 
スナイ トマキ

海胆網 心形目 1 1 l 2 
不 明 生 物 A 6 2 2 1 5 2 3 I 3 
不 明 生 物 B 

不 明 生 物 C 

不 明 生 4知 D 

不 明 生 物 E 

l口L 計 84 79 54 70 121 135 ~ 102 57 113 
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表 1-9 マクロベントス出現個体数
(個体数/0.05rrl)

調査地点 28-U 28-V 28-W 31-R 31-S 31-T 31-U 種類
水深(m) 260 305 320 241 276 304 362 

種 名 調査月日 5.22 5;22 5.22 5.22 5.22 5.22 5.22 言十

腔 腸 動 物 1 48 

崩 背5 動 物 l 1 3 

紐 背5 動 物 1 3 1 2 1 1 85 
線 虫 類 3 1 40 

ウ ロ コ ムシ類 6 
(ニホンウロコムシ) ( 1) 

(他のウロコムシ類) ( 5) 

サシ パゴカイ手ヰ 3 2 1 36 
カギゴカイ科 l 1 4 
オトヒメゴカイ干ヰ 1 14 
、/ ス 科 1 1 4 1 40 
SPHAERODORIDAE 3 
ゴ カ イ 科 1 1 4 
シロガネゴカイ科 2 2 2 141 
LACYDONIIDAE 1 1 2 1 11 
チ ロ 科 1 18 

I sj ft ニカイチロリ科 1 1 1 78 
イ ソ メ 科 2 
ナナ テイソメ科 1 3 1 l 2 30 
ギ ボ シ イソメ fヰ 2 2 4 I 3 3 100 
ノリコイソメ科 1 5 
ホコサキゴカイ科 1 2 1 1 112 
ス ピ オ 科 15 1 8 2 13 2 366 

(Prionospio sp.A) ( 6) ( 1) ( 3) ( 1) ( 73) 

(Prionospio sp.B) ( 7) ( 1) ( 1) (10) ( 1) (140) 

(Prionospio sp.C) ( 79) 
(他のPrionospiospp.) ( 1) ( 2) 

( Spiophanes sp. ) ( 1) ( 6) 
(スピオ科 A ) ( 1) ( 5) ( 52) 
(他の ス ピ オ 科 ) ( 2) ( 14) 

ヒメエラゴカイ科 6 2 4 7 11 2 454 
HETEROSPIONIDAE 4 4 
ヒ トエ ラゴカイ科 34 
ミ ズヒ キゴカイ科 9 6 9 3 7 6 1 288 
ハボウキゴカイ干ヰ 1 2 1 2 4 28 
トノサマゴカイ科 1 6 
オフエリアゴカイ科 7 2 3 2 98 

事
(オフエリアゴカイ科 A) ( 5) ( 2) ( 2) ( 1) ( 59) 
(オフエリアゴカイ科 B) ( 2) ( 1) ( 1) ( 39) 

ダルマゴカイ科 19 
イ ト ゴカ イ 科 3 3 1 1 59 
タケフシゴカイ科 2 5 8 11 2 260 
チ マキ ゴカイ科 13 
ウミイサゴムシ手ヰ 1 4 
カザリゴカイ科 1 3 2 1 1 62 
フサゴカイ 干 ヰ 4 8 1 4 2 92 
ケ ヤ 科 6 11 4 6 I 157 

不 明 多 毛 類 7 
ホウキムシ類 3 

ニシ キウズガイ科 8 
タ マ ガ イ 科 1 4 
ア ヤ ボ フ 1 
エ ゾ ノて イ 科 1 
ス イ フガイ手ヰ 3 
不 明 巻 貝 類 2 

堀 足 類 1 22 
マメクルミガイ手ヰ 1 18 
シワロウバイ科 l 1 20 
オオシラスナガイ科 1 
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表 1-10 マクロベントス出現個体数
(個体数/0目05m')

調査地点 28-U 28-V 28-W 31-R 31-S 31-T 31-U 種類
水深(m) 260 305 320 241 276 304 362 

種 名 調査月日 5.22 5.22 5.22 5.22 5.22 5.22 5.22 百十
イ 力、

イ 科 1 4 

イ タヤガイ科 2 
、、、 ノ ji イ 科 2 29 
シャクシガイ科 1 1 

不明一 枚貝 A 5 

不明一 枚貝 8 18 

不明一 枚貝 C 2 5 

不 明一枚貝 D l 

不明一枚員類 1 5 
ウミホタル科 1 1 193 
コ ~ ポ 夕、 4 
コノハエビ科 1 

ク マ 目 3 1 61 

( ク マ目 A ) ( 7) 

(クマ目 B ) (14) 

(クマ目 c ) ( 1) ( 1) (18) 

(クマ目 D ) ( 2) (21) 

(クマ目 E ) ( 1) 長 I ~ 
タ ナ イ ス 目 1 1 1 26 
ウミナナフシ科 3 
他 の 等 脚 目 3 
フトヒゲソコエビ科 1 8 1 2 36 
スガメソコエビ科 3 17 5 4 1 5 365 

(クビナガスナメ) ( 1) ( 29) 

(ニ ッ ポ ン ス ガ メ ) ( 1) ( 31) 
(スガメソコヱヒすヰ A) ( 1) (14) ( 1) ( 1) (254) 

(スガメソコエヒ科 B) ( 1) ( 3) ( 4) ( 1) ( 4) ( 36) 

(スガメソコエビ科 C) ( 1) ( 2) ( 11) 
(他のスガメソコエビ科) ( 4) 

ツノヒゲソコエビ科 2 2 2 66 
ヒサシソコエビ科 1 1 1 31 

(ヒサシソコエビ科 A) ( 1) ( 1) ( 24) 
(ヒサシソコエヒfヰ B) ( 1) ( 7) 

クチパシソコエビ科 21 
ドロクダムシ科 28 
不明ヨコ エ ビ 類 A 14 
不明ヨコ エ ビ 類 B 1 2 105 
不 明 ヨ コエビ類 C 1 
不 明 ヨ コエビ類 D 

不 明 ヨ コエビ類 E 6 

;事
不 明 ヨ コエビ類 F 2 
他の不明ヨコエビ類 1 2 2 8 

クフゲノミ亜日 1 
ワレカラ亜日 1 29 
エ ビ 類 2 
ク モ jf 科 1 
トゲヒゲガニ 1 
ケ ガ 一 1 
カク レガニ科 1 

クモ ヒトデ事頁 3 1 76 
スナイ トマキ 1 

海胆網 心形目 7 
不 明 生 物 A l 7 1 2 l 87 
不 明 生 物 B 1 4 
不 明 生 物 C 1 
不 明 生 物 D l 4 
不 明 生 物 E 1 l 

I口、 計 57 50 125 L_____g_ 74 44 23 4，076 
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